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「
道
路
特
定
財
源
等
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
年
五
月
十
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
道
路
特
定
財
源
等
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
以
下
、
「
基
本
方
針
」
）
に

つ
い
て
、
以
下
、
政
府
の
見
解
・
方
針
等
を
問
う
。

�

基
本
方
針
に
は
、
「
一
�
道
路
関
連
公
益
法
人
や
道
路
整
備
関
係
の
特
別
会
計
関
連
支
出
の
無
駄
を
徹
底
的
に
排
除
す

る
。
政
府
全
体
で
、
行
政
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
公
益
法
人
に
つ
い
て
、
六
月
末
ま
で
に
集
中
点
検
を
実
施
し
、
支
出
の
無

駄
を
徹
底
的
に
是
正
す
る
。
」
と
あ
る
。

�

基
本
方
針
中
の
「
道
路
関
連
公
益
法
人
」
及
び
「
道
路
整
備
関
係
の
特
別
会
計
関
連
支
出
」
の
定
義
と
、
現
時
点
で
の

範
囲
・
規
模
に
つ
い
て
、
問
う
。

�

徹
底
的
に
排
除
す
る
と
し
た
「
無
駄
」
、
六
月
末
ま
で
に
集
中
点
検
を
実
施
し
、
徹
底
的
に
是
正
す
る
と
し
た
「
支
出

の
無
駄
」
の
定
義
は
、
如
何
。

�

こ
の
「
無
駄
」
と
は
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断
す
る
の
か
。

�

「
行
政
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
公
益
法
人
」
の
定
義
は
、
如
何
。

�

平
成
二
十
年
四
月
十
七
日
に
提
出
さ
れ
た
「
道
路
関
係
業
務
の
執
行
の
あ
り
方
改
革
本
部
最
終
報
告
書
」
に
つ
い
て
、

一



�

こ
の
調
査
・
検
討
過
程
で
判
明
し
た
「
無
駄
」
の
規
模
は
ど
れ
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
。

�

「
道
路
関
係
公
益
法
人
」
の
改
革
の
中
で
、
「
役
員
の
兼
職
の
解
消
」
と
の
項
目
が
あ
る
が
、

ア

い
つ
ま
で
に
行
う
の
か
。

イ

常
勤
・
非
常
勤
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
兼
職
を
解
消
す
る
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

�

こ
の
最
終
報
告
書
の
内
容
と
、
今
回
閣
議
決
定
さ
れ
た
基
本
方
針
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

�

無
駄
や
不
正
の
温
床
と
も
指
摘
さ
れ
る
「
天
下
り
（
再
就
職
）
」
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
法
人
で
の
実
態
調
査
や
是
正

の
必
要
性
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

�

基
本
方
針
に
は
、
「
二
�
道
路
特
定
財
源
制
度
は
今
年
の
税
制
抜
本
改
革
時
に
廃
止
し
二
十
一
年
度
か
ら
一
般
財
源
化
す

る
。
そ
の
際
、
地
方
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
措
置
す
る
。
ま
た
、
必
要
と
判
断
さ
れ
る
道
路
は
着
実
に
整
備
す

る
。
一
般
財
源
化
の
法
改
正
に
よ
り
、
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
に
お
け
る
道
路
特
定
財
源
制
度
の

規
定
は
二
十
一
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
」
と
あ
る
。

�

「
一
般
財
源
化
」
の
基
本
方
針
と
、
先
般
、
衆
議
院
に
お
い
て
再
議
決
に
よ
り
改
正
さ
れ
、
平
成
二
十
年
度
以
降
十
箇

年
間
、
道
路
整
備
に
使
途
を
特
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
道
路
整
備
費
財
源
特
例
法
」
と
の
矛
盾
を
ど

二



の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
是
正
す
る
の
か
。

�

政
府
が
、
こ
れ
ま
で
特
定
財
源
制
度
の
根
拠
と
し
て
固
執
し
て
い
た
「
受
益
者
負
担
の
原
則
」
は
、
今
回
の
「
一
般
財

源
化
」
に
よ
っ
て
、
税
理
論
上
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
か
。

�

「
今
年
の
税
制
抜
本
改
革
時
に
廃
止
」
と
あ
る
が
、
「
税
制
抜
本
改
革
時
」
と
は
、
�
何
が
、
�
ど
の
よ
う
な
状
態
に

な
る
こ
と
を
指
す
の
か
。

�

基
本
方
針
に
定
め
ら
れ
た
「
一
般
財
源
化
」
に
つ
い
て
、

�

「
一
般
財
源
化
」
の
定
義
は
、
如
何
。

�

国
と
地
方
の
関
係
に
つ
い
て
、

ア

「
一
般
財
源
化
」
は
、
国
と
地
方
分
す
べ
て
を
総
合
し
て
実
施
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
。

イ

そ
れ
は
、
一
部
で
は
な
く
、
全
額
を
「
一
般
財
源
化
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

ウ

「
地
方
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
」
と
あ
る
。
改
革
時
に
「
影
響
」
は
不
可
避
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

こ
で
い
う
地
方
財
政
に
与
え
る
「
影
響
」
と
は
、
何
が
、
ど
の
よ
う
な
状
態
と
な
る
こ
と
を
指
す
の
か
。

エ

「
一
般
財
源
化
」
に
伴
い
、
「
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
」
及
び
「
地
方
道
路
整
備
臨
時
貸
付
金
」
は
、
ど
の

三



よ
う
に
取
扱
う
の
か
。

�

「
必
要
と
判
断
さ
れ
る
道
路
は
着
実
に
整
備
す
る
」
と
あ
る
が
、
「
必
要
」
と
の
判
断
は
、
�
誰
が
（
ど
の
よ
う
な
機

関
が
）
、
�
ど
の
よ
う
な
基
準
に
従
っ
て
、
行
う
の
か
。

�

「
一
般
財
源
化
の
法
改
正
」
と
は
、
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
「
一
般
財
源
化
の
法
改
正
に
よ
り
（
中

略
）
二
十
一
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
」
と
の
方
針
は
、
政
府
に
、
平
成
二
十
年
度
中
の
法
改
正
を
義
務

付
け
る
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
こ
れ
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
、
政
府
の
責
任
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

�

「
道
路
特
定
財
源
制
度
の
規
定
」
と
は
、
具
体
的
に
、
ど
の
条
文
・
規
定
を
指
す
の
か
。

�

基
本
方
針
に
は
、
「
三
�
暫
定
税
率
分
も
含
め
た
税
率
は
、
環
境
問
題
へ
の
国
際
的
な
取
組
み
、
地
方
の
道
路
整
備
の
必

要
性
、
国
・
地
方
の
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、
今
年
の
税
制
抜
本
改
革
時
に
検
討
す
る
。
」
と
あ
る
。

�

昭
和
四
十
九
年
以
降
継
続
さ
れ
て
い
る
「
暫
定
税
率
」
の
水
準
と
期
間
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

�

暫
定
税
率
分
を
含
め
た
税
率
に
つ
い
て
、
現
行
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
検
討
さ
れ
る
税
率
の
見
通

し
は
如
何
。

�

「
無
駄
の
排
除
」
「
必
要
な
道
路
の
整
備
計
画
の
策
定
」
が
行
わ
れ
な
い
状
態
で
の
暫
定
税
率
の
復
活
に
よ
り
、
与
え

四



て
し
ま
う
経
済
へ
の
影
響
、
増
税
に
対
す
る
納
税
者
の
反
発
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

�

基
本
方
針
に
は
、
「
四
�
道
路
の
中
期
計
画
は
五
年
と
し
、
最
新
の
需
要
推
計
な
ど
を
基
礎
に
、
新
た
な
整
備
計
画
を
策

定
す
る
。
こ
の
計
画
は
、
二
十
年
度
道
路
予
算
の
執
行
に
も
厳
格
に
反
映
す
る
。
」
と
あ
る
。

�

道
路
の
中
期
計
画
を
「
五
年
」
と
し
た
根
拠
は
如
何
。

�

「
最
新
の
需
要
推
計
」
と
は
、
い
つ
の
、
ど
の
推
計
を
基
礎
と
す
る
の
か
。

�

「
新
た
な
整
備
計
画
」
は
、
誰
が
、
い
つ
ま
で
に
策
定
し
、
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
予
定
か
。

�

「
二
十
年
度
道
路
予
算
の
執
行
に
も
厳
格
に
反
映
す
る
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
、
�
い
つ
ま
で
に
、
�
何
を
、
�
ど

の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

�

「
一
般
財
源
化
」
が
基
本
方
針
で
あ
る
な
ら
ば
、
道
路
に
限
定
特
化
す
る
こ
と
な
く
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
対
応
を

喫
緊
の
課
題
と
す
る
中
、
総
合
交
通
政
策
の
観
点
か
ら
、
空
港
・
鉄
道
・
港
湾
等
の
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
財
源
論
も
含
め
、
総
合
的
か
つ
根
本
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

基
本
方
針
に
は
、
「
五
�
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
暫
定
税
率
の
失
効
期
間
中
の
地
方
の
減
収
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
団
体
の

財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
適
切
な
財
源
措
置
を
講
じ
る
。
そ
の
際
、
地
方
の
意
見
に
も
十

五



分
配
慮
す
る
。
」
と
あ
る
。

�

「
暫
定
税
率
の
失
効
期
間
中
の
地
方
の
減
収
」
と
あ
る
が
、
規
模
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
そ
の
根
拠
は
、
如
何
。

�

各
地
方
団
体
の
財
政
運
営
の
「
支
障
」
と
は
、
�
何
の
、
�
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
の
か
。

�

国
の
責
任
に
お
い
て
講
じ
る
「
財
源
措
置
」
と
は
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
い
う
の
か
。

�

「
地
方
の
意
見
に
も
十
分
配
慮
す
る
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
配
慮
す
る
計
画
か
。
意
見

聴
取
等
を
行
う
の
か
。

�

基
本
方
針
に
は
、
「
六
�
こ
れ
ら
の
具
体
化
を
進
め
る
た
め
、
道
路
特
定
財
源
等
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
を
設
置
す

る
。
」
と
あ
る
。

�

「
道
路
特
定
財
源
等
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
の
、
�
役
割
、
�
構
成
、
�
検
討
事
項
に
つ
い
て
、
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
い
つ
ま
で
に
結
論
を
出
す
予
定
か
。

�

そ
の
他

�

「
道
路
整
備
特
別
会
計
」
の
存
廃
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
「
一
般
財
源
化
」
に
伴
い
、
廃
止
も
含

め
て
検
討
す
べ
き
、
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
如
何
。

六



�

「
道
路
関
連
法
案
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
年
四
月
十
一
日
政
府
・
与
党
決
定
）
で
は
、
「
与
野
党
協
議

会
を
設
置
し
、
一
般
財
源
と
し
て
の
使
途
の
あ
り
方
、
道
路
整
備
計
画
な
ど
を
協
議
・
決
定
す
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

閣
議
決
定
さ
れ
た
本
基
本
方
針
に
、
こ
の
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
理
由
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。
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